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１３×１８の基本的考え方を面積図で考える。 

図１：１３×１８の計算は，横１３縦１８の面積を求めることである。 

この面積は，４つの部分である１０×１０，３×１０，８×１０，３×８の合計となる。 

図２：８×１０の部分を右に９０度回転して移動 

 

図３：移動後の面積図から横２１，縦１０の長方形と残った３×８の長方形の和が全面積 

 すなわち，１３×１８＝（１３＋８）×１０＋３×８ 
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